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怒り:第20回研究会は，伝研勝田氏の御世話で，第 t回開催地の東京，東大伝研大都堂で開催されま

した。

第 10周年記念の意義が含まれて盛大左ものでした。参集者は，会員 45名，非会員ヲ 8名。「績

と組織培養」のγyポヅウムのあと記念写真を搬Dました。

綴第21閏研究会は， urffp 4 1年5月 15-1 6日，福岡市民会館でひらかれる予定です。世話人

は高木良三郎氏， γyポジクムは鴨培養細胞の分化機能"座長黒田行昭氏です。

gB新入会員は，鈴ォ品、信(慶応大学神径約 域住( 岡 )雀織協( 同 ) 戦謀長
(大阪医大傑色物学〉の諸氏です。

怒り:先回御送附頂いた Bibliographyの原稿は， B月一杯出揃ふのを待ったあと，印刷K廻さ

れ，川月の末迄Kはお、手許K届〈予定です。

次回からは黒田行l田氏の労を軽〈ずるため，期限当日迄K必}皆の様卦願いします。

怒り:諸外国では培繋棚包株がどんどんふえてj:，..!Jますo 我国でもそれ以上K出来つつあるま燃が，実

は，登録と言うWIであらわれ左ぐ左Pました。一つ陀はb互いの便宜のため，一つ陀は我国の培養

界の対外的在自覚のためにも「株の登録:im!助を台しず弘めましょう。 J

gB tt月K在Pますと，幹事の選挙が行われます。侮回投票率が低<，次回から鮒勧あbません
機，呉々も御注意下さい。

認努第 10周年記念の培饗学会K対して，

00 1 umb io Un i ve r s iもy の Dr.MurraYさんから勝目前氏の許K届きました

mes sageを同封します。凶suo cultureの li匂rat町 el府間のための苦労が偲附1ます。

• Curron七 1. issue Cul也ure 11もeraもure "の御購入をお‘ず弘めする所以ですo

~+ì 附 4 0如月 4日，伝研陀於τ，国際生理学会K出席のため来日して卦られたDr.Saも0，

D r Har r 1 s両氏の穏を問〈会が{躍治寸lました。

t Ma inもel1n.nce of d1fferenもiaもed f uncも10n 1n culもurod

a n im a 1 c e 11 s • 

D r • 0 0 r d 0 D Saもo (As s oc iaもe Pr 0 f e s S 0 r ， 0 r a d ua色e

Doparもmenも of Biocho m1sもry， B r a n d e 1 s Un i v • ) 

2. Drug r es 1s七anc e 1 n c e 1 1 c u 1もure s. 

Dr.Morr.an Harris (Professor of Zoology， . 
Univ. of Oa11fornin， Berke1eY) 

上記のようを組制申告養講演会をひらき，主K都内の培養関係者約 80人位が集室 bました。

Dr.Saもoは日系三世で，千葉大，細菌の安村博氏が現在留学している研究室のポスですo 安村君



司喝"・ ドーー"・ rτor，"..，，__"・H・.、 ・・ーー

の今やっている仕事をた〈さλ紹介しました。 Dr.Barr1sがその近著C中でDr.Saも0らの仕

事を吋在して居ますので，両者間で例か活発在応対があるかと期何?)したのですが，司1無〈終ってし

まいました。聴衆からは例によってあまb質問も肘愉も出ませんでした。

(勝国甫氏)

[個人通信〕

銭。ozlocub ator中の培養細胞にカピのContam1naも100が多〈て困bますo 何か良い方
法を御存知の方は倒敬京下さい。

怒号培接学会の演題数が少い。徹底した肘論の場とするための意図は併せられるが，そのために会員

の広い腐の参集を得られぬと雷う面が左いだろうか。

絞培養学会K入会したい知人が居bまずがとれから始めようとする彼Kとっては入会の手続きが出

来在いと問いていますo 入会のあb方Kついて再考下さい。

昭和 40年度会計報告 (奥村秀夫氏)

昭和.39年 12月末日現在残高 7 7， 2 .3 9円
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会員会費 4 7， 00 0 

1 4 7， 0 0 0 
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